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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヌートカ語特有の語彙的接尾辞の意味と機能を幅広く捉えるとともに、この通
言語的に比較的珍しいタイプの複統合構造の詳細な分析を通して、複統合性の構造的多様性の幅を明らかにすることが
できた。また、複統合的語形成の組み立て、内部構造ばかりではなく、自然談話の中での複統合的語の分布を分析し、
談話の中での情報構造の制御に複統合的語形成がどのような機能的役割を負っているのかについても重要な知見を得る
ことができた。この成果は、複統合性を単に語形成法上の問題・特徴として捉えるのではなく、文形成、談話形成をも
含めたより広い範囲の文法体系のなかに位置づける上で重要である。

研究成果の概要（英文）：The goal of this project was to examine the nature of morphological complexity in 
Nuuchahnulth (Wakashan: British Columbia, Canada) in hope of making contribution to understanding of the 
diversity of polysynthesis. As made clear in some recent studies, there is a great degree of variation 
among ‘polysynthetic languages’ in terms of the kind and degree of morphological complexity. 
Nuuchahnulth represents a rather unusual type that relies almost exclusively on affixation of suffixes 
with rich semantic contents (lexical suffixes).
In this project, polysynthesis in Nuuchahnulth was examined in detail, using databases of natural 
discourse data and lexicon, from two perspectives: (1) the range of combination and configuration (both 
structural and semantic) of lexical suffixes that is allowed in a word; (2) distribution and functions of 
polysynthetic words in discourse.

研究分野：言語学、ヌートカ語、類型論、形態統語論、用法基盤言語学
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１．研究開始当初の背景 
 
複統合的語形成では、語レベルの構造の中に
複数の語彙的な意味を持った形態素が盛り
込まれるために、述語の意味特性や文の主
語・目的語などの組合せ特性(項構造)など文
形成のあり方にも大きな影響を与える。した
がって、複統合性の問題は、伝統的な語形成
(形態法)と文形成(統語法)という領域区分で
切り分けられず、従来の形態法・統語法の区
別や、さらに人間言語の文法枠組み(普遍文
法)全体の構成などを考える上でも、重要な理
論的示唆に富む。 
 これまでの研究では、複統合性について、
語形成法に基づく言語類型の一つとして認
識されてはいたものの、もっぱら欧米諸言語
の語形成との対比の中でその奇異性が指摘
されるにとどまる。例外的に、エスキモー語
やモーホーク語(イロコイ語族)などに関して
は理論的研究も一部なされてきたが、そこで
扱われてきたのは通言語的に多様な複統合
的語形成のごく一部に過ぎない。これまでに
研究代表者が参画した共同研究(北米および
古アジア地域の複統合的言語の語形成手法
を比較対照)において、複統合性には言語間の
差異にかなりの幅と深さが観察され、その特
性は容易に一つにまとめることはできない
ことが明白であった。 
 また、これまでは、複統合性は語形成タイ
プの問題としてのみ論じられ、複統合的語形
成が実際の言語表現の中でどのように使わ
れるのかについては研究が非常に限られて
いた。しかし、談話資料の中で見ると、あり
とあらゆる語が複統合的に形成されている
わけではなく、複統合的な語は比較的限定さ
れた分布をもち、選択的に使われている。つ
まり、複統合的語形成の分布と機能はこれま
で見過ごされてきた重要な研究課題である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、これまで報告されてきたものと
は異なった複統合性を見せるヌートカ語に
おける複統合的語形成を以下のような観点
から多面的に調査・分析する： 
・語内部の構造（どのような形態素がどのよ
うに組み合わせられるか） 
・機能（どのような意味・構造的な関係にあ
る要素が一語の中で組み合わされるか） 
・自然談話の中での使用のあり方（談話の中
でどのような位置・文脈に現れ、どのような
談話構成上の役割を負うか） 
こうした分析を通して、一言語の中で複統合
的語形成が文法構造全体にどのような影響
を与えるのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究を進める上で重要な基盤となるのは
研究代表者・分担者がこれまでに収集・分

析・資源化してきたヌートカ語の自然談話
資料、文データ、語彙である。用例は基本
的に談話資料から抽出し、構造特性および
意味機能特性情報を付加したデータベース
としてまとめ、さまざまな角度からの検索、
分類ができるようにした。データベースは、
(i) 複統合的語形成データベース（語彙的接
尾辞の組み合わせ—語彙的接尾辞と語根の
組合せ；語彙的接尾辞の同士の共起関係—
および用法に関するものと、(ii) 複統合的
な語の用法（統語的・語用論的用法）デー
タベース（複統合的な語が実際の言語使用
の中で負う統語機能—文の主語・目的語；述
語；主節・従属節など—および語用論・談話
的機能に関するもの）から構成される。 
 
４．研究成果 
 
 複統合的な言語の多くは複数の語根を組
み合わせる複合を主たる語形成法として用
いるが、ヌートカ語はもっぱら接尾辞を用い
た手法を用いて複統合性を実現している。本
研究では、ヌートカ語特有の語彙的接尾辞の
意味と機能を幅広く捉えるとともに、この通
言語的に比較的珍しいタイプの複統合構造
の詳細な分析を通して、複統合性の構造的多
様性の幅を明らかにすることができた。 
 また、本研究では、複統合的語形成の組み
立て、内部構造ばかりではなく、自然談話の
中での複統合的語の分布を分析し、談話の中
での情報構造の制御に複統合的語形成がど
のような機能的役割を負っているのかにつ
いても重要な知見を得ることができた。この
成果は、複統合性を単に語形成法上の問題・
特徴として捉えるのではなく、文形成、談話
形成をも含めたより広い範囲の文法体系の
なかに位置づける上で重要である。 
 これらの研究成果の中核的部分は、複統合
性に関する国際シンポジウムにおける発表
および国際的論集に含まれる論文としてま
とめた他、「語」という形態統語的単位の通
言語的な性格付けに関する理論的問題に関
連づけた問題提起としてさまざまな場で発
表を行った。 
 以上の研究活動により、本研究の当初に計
画されていた、複統合的語形成を、構造、機
能、自然談話の中での使用のあり方について
多面的に調査・研究し、一言語の中で複統合
的語形成が文法構造全体にどのような影響
を与えるのかを明らかにするという目的は
十分に果たされ、将来的な通言語的比較研究
の基盤を構築することもできた。 
 また、ヌートカ語は流ちょうな話者が100
人にも満たない典型的な消滅の危機に瀕し
た言語(危機言語)である。本研究では複統
合的語形成に関して高度に理論的な研究を
主たる目的としたが、プロジェクトにおけ
る研究過程で構築された語彙的接尾辞の用
法や複統合的語の談話機能に関するデータ
ベースは言語の記録と再活性化のための諸



活動に有用なリソースとなる。 
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